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主な内容

■内　町史第二編発刊………………………………

■広域行政連絡会発足………………………………

■農業委員会選挙結果………………………………
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干拓地より
町並を望む



内

は
昭
和
37
年
に
町
制
を

施
行
し
、昭
和
57
年
に
は
町
制
施

行
20
周
年
を
記
念
し
た「
内

町
史
」
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

原
始
・
古
代
か
ら
現
代
に
至
る

ま
で
、
歴
史
、
風
俗
、
自
然
、
生

活
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ

に
つ
い
て
記
述
さ
れ
、
内

町

の
歴
史
資
料
と
し
て
非
常
に

重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
内

町
は
平
成
14
年
１

月
を
も
っ
て
町
制
施
行
40
周
年

を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
の
が「
内

町
史

第
二
編
」の
編
さ
ん
事
業
で
す
。

今
回
発
刊
さ
れ
た「
内

町

史
第
二
編
」で
は
、
町
史
第
一

編
が
発
刊
さ
れ
た
後
か
ら
現

在
ま
で
の
20
年
間
の
記
録
が
主

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

20
年
で
内

町
が
ど
の
よ
う
に

発
展
し
、
ど
の
よ
う
に
移
り
変

わ
っ
て
き
た
か
と
い
う
軌
跡
を

た
ど
り
、
現
在
の
内

の
姿
を

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

内

町
史
の

編
さ
ん
事
業

20
年
の
歩
み

〜
内

現
代
史
〜

内

砂
丘
は
加
賀
地
方
で
最
初
の
石
器
発
見
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
内

で

は
遥
か
昔
か
ら
人
々
が
住
み
、
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ど
れ
ほ
ど
の
年
月

が
流
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
い
ま
も
な
お
人
々
は
こ
の
地
に
生
き
続
け
、
郷
土
の
歴
史
は
続

い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
人
々
が
紡
い
で
き
た
こ
の
歴
史
の
糸
を
、
記
録
と
し
て
残
す
の
が

内

町
史
で
す
。

こ
の
た
び
三
年
以
上
の
月
日
を
か
け
、
昭
和
57
年
か
ら
現
在
ま
で
の
20
年
間
の
記
録
を

ま
と
め
た「
内

町
史
第
二
編
」が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の「
内

町
史
第
二
編
」、い
っ
た

い
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
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史
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内

町
が
現
在
の
形
に
大
き

く
変
貌
し
た
の
は
昭
和
40
年
代

後
半
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
で

す
。
団
地
、
宅
地
が
次
々
と
造

成
さ
れ
人
口
も
急
激
に
増
加
し

た
こ
の
頃
に
、
現
在
の
町
の
原

形
が
あ
る
程
度
出
来
上
っ
た
も

の
と
言
え
ま
す
。
内

町
史
第

二
編
は
、
こ
れ
ら
の
時
期
を
中

心
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
一

編
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
自
然

や
風
俗
、
歴
史
等
に
関
す
る
こ

と
よ
り
も
、
行
政
、
医
療
、
産

業
、
社
会
、
教
育
と
い
っ
た
生

活
に
直
結
し
た
内
容
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

町史の執筆に深く携わったのは、町

内外の大学教員、高校教員や歴史の専

門家など、７名の町史編さん専門委員

の皆さんです。その中でかつて京都の

大谷大学の学長も勤められた北西弘

さんにお話をお伺いしました。

◆
人
間
の
感
性
を
問
わ
な
い
歴
史
は
歴
史
で
は
な
い
◆

町
と
し
て
の
形
が
出
来
上
が
っ
て
か
ら
の
内

内 町史編さん専門委員
北西 弘（きたにし ひろむ）氏

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ナ
ー
ル
学
派
か
ら
出
て
く
る
言
葉
で
す
。
県
史
や
地
方
史
は
世
の
中
に
数
多
く
あ

り
ま
す
が
、こ
の
言
葉
に
従
っ
て
作
ら
れ
た
郷
土
史
は
今
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
に
住
む
人
々
の
感
性
の
差
は
、
そ
の
地
域
性
の
差
と
非
常
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
在

で
は
こ
の
地
域
性
の
差
は
ど
ん
ど
ん
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
生
地
の
特
性
、
雰
囲
気

が
あ
り
、
言
葉
、
服
装
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
動
作
に
さ
え
そ
の
特
色
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
対
人
関
係
に
お
い
て
そ
の
生
地
を
み
わ
け
る
感
性
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
土
地
土
地

の
あ
る
程
度
の
共
通
性
を
持
っ
た
感
性
は
、
そ
の
地
域
に
よ
り
育
ま
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
人
間
感
性
の
問
題
は
、
従
来
あ
ら
た
め
て
問
い
な
お
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
ま
で
無
視
さ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
い
い
く
ら
い
で
す
。
そ
れ
は
同
感
や
共
感
と
い
っ
た
言
葉
で
、
安
易
に
感

性
の
共
通
性
や
超
時
間
性（
超
歴
史
性
）を
把
握
し
て
き
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
感
性
に
は
、
時
代
、
地

域
に
よ
り
多
様
性
と
歴
史
性
が
あ
り
、
初
め
に
挙
げ
た
言
葉
で
も
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
そ
の
分
析
や
究
明

が
、
今
後
の
郷
土
史
も
含
め
た
歴
史
学
そ
の
も
の
に
お
い
て
、
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

私
は
こ
の「
内

町
史
第
二
編
」の
作
成
に
あ
た
り
、
内

町
民
の
感
性
と
い
う
も
の
に
言
及
し
ま
し
た
。

常
々
、
た
だ
単
に
資
料
な
ど
を
並
び
た
て
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
研
究
の
見
通
し
、
パ
ー
ス
ペ
ク
ティ
ブ
を
持

っ
た
県
史
や
町
史
の
編
さ
ん
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
中
で
、
こ
の「
内

町
史
第
二
編
」に

お
い
て
、
そ
れ
が
少
し
は
実
現
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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町
史
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内 町にできた新しいランドマーク
内 大橋（サンセットブリッジ内 ）と風車（サンセットウイング内 ）

執筆は町史編さん専門委員
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町
史
第
二
編

脱臭剤（腐植質脱臭剤ボエフEPSR）購入業務

室地区汚水管きょ築造工事に伴う上水道管布設替工事（8工区）

平成17年度下水道設備運転管理委託業務（その2）

内 町保健センター耐震診断及び耐震補強計画設計業務

北部土地区画大学宮坂線詳細設計業務委託

総合公園基本計画策定業務委託

宮坂第2ポンプ場建設工事設計委託業務

石綿セメント管更新工事設計委託業務

内 海岸砂丘地活性化計画策定委託業務

6月21日

6月21日

6月21日

7月06日

7月12日

7月12日

7月12日

7月12日

7月12日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

（株）シキケミカル

出島設備

石垣メンテナンス（株）北陸支店

（株）中島建築事務所

（株）日本海コンサルタント

（株）国土開発センター

（株）東洋設計

（株）共同設計

（株）計画情報研究所

2,971,500

3,276,000

28,350,00

1,522,500

3,990,000

2,730,000

4,410,000

3,675,000

1,522,500

入 札 名入札月日番 号

（100万円以上） （単位：円）

落札業者 契約金額（税込み）

室地区汚水管きょ築造工事（6工区）

室地区汚水管きょ築造工事（5工区）

室地区汚水管きょ築造工事に伴う上水道管布設替工事（7工区）

北部第3汚水幹線建設工事（その7）に伴う上水道管布設替工事

霊園案内看板等設置工事

幹12号宮坂南線道路築造工事

室地区汚水管きょ築造工事に伴う上水道管布設替工事（5工区）

向陽台浄水場配水ポンプ盤更新工事

消防施設舗装工事

6月21日

6月21日

6月21日

6月21日

7月06日

7月08日

7月12日

7月12日

7月12日

●内 町では、公平な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表をしています。対象は平成17年7月1日からの予定価格130万円
以上の建設工事です。
●6月30日までは予定価格500万円以上の建設工事が対象でした。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

（株）茶谷組

（有）オカノ建設工業

（株）津幡工業

（有）中川設備工業

マルセ化建（株）

浅田建設（株）

（有）横谷設備工業

荏原商事（株）金沢支店

（株）金沢舗道

14,805,000

05,250,000

14,122,500

08,767,500

06,258,000

05,932,500

03,055,500

21,000,000

01,365,000

入 札 名入札月日番 号

（500万円以上） （単位：円）

落札業者 契約金額（税込み）

15,255,450

05,398,050

14,595,000

08,942,850

06,596,100

06,112,050

03,157,350

22,569,750

01,439,550

予定価格（税込み）

平成17年度入札契約一覧

町
史
関
係
刊
行
物

今振り返ると、アッという間の３年間でした。短い期
間にもかかわらず専門委員の皆様には、精力的に調
査・資料収集及び執筆にあたっていただき、編さん室
が思っていたとおりの仕上がりになったと思います。
この『内 町史 第二編』は写真や資料を多く取り
入れ、活字も大きめにし、皆様に楽しんで読んでいた
だける様心掛けました。
この町史は、図書館や公民館等公共施設に配置し
てあります。また、ご希望の方には販売もいたしますの
で町民の皆様には、是非ご一読お願いいたします。

「内 町史第二編」発刊を終えて

「内 町史第二編」と併せてこれらの刊行物のど
れかを購入すると、その刊行物については半額
になります（内 町史第二編の金額は変わりませ
ん）。この際に内 町の歴史資料を揃えてみては
いかがですか。

●内 郷土史
中山又次郎著。昭和３８年発行。

資料収集に十数年の時間をかけ
て作られた歴史資料の集大成。

元内 町町史編さん室長

岩上　涼一

●内 町史
昭和５７年発行。先人の偉業と

史実を後世に伝えるため、町制施
行２０周年を記念して作られた。

● 第一集～第五集
昭和３７年に発行された第１号か

ら、平成１０年12月発行の第431
号までをすべて収録。

●砂丘に生きる町
平成１５年発行。内 町の出来

事や人物などを写真を豊富に使
い紹介するビジュアル町史。

●内 郷土史………………4,000円→2,000円
●内 町史…………………6,000円→3,000円
●広報うちなだ……………1,000円→ 500円
●砂丘に生きる町…………2,000円→1,000円

広報うちなだ縮刷版
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広
域
行
政
連
絡
会

①災害時における上水道供給の研究

②災害時相互応援協定締結

③道路・交通対策の検討

④職員交流・研修の実施

⑤その他

①行政及び住民等の交流事業の促進

②住民生活に共通する問題の調査及び研究

③関連事業の実施に関する情報交換及び
相互調整

④その他目的の達成に必要な事項

会議の内容は以下のとおりでした。

当日、両首長は会談のなかで互いに継続的な交流を確認し合いました。

この行政連絡会の発足を機に、町民が一層安

心して暮らせるよう、広域行政を展開し、福

祉・教育・生活面での向上を図りたい。これか

らの行政の在り方として、生活圏、通勤圏が一

体化している地域での広域行政の取り組みは欠

かせません。この取り組みが他市町のモデルケ

ースとなり得るものと確信しています。

協定書の締結 申し合せ事項

7月15日(金)内 町役場において金沢市・内 町行政連絡会が開かれ、山出金沢市
長と八十出内 町長との間で行政連絡会設置に関する協定書が交わされました。
金沢市と内 町は、交通・情報通信網の発達により、すでに生活圏が大きく交差して

います。今後、幅広い分野で広域的な行政が展開され、わたし達の暮らしが、更に豊か
に便利になることが期待されます。

八十出内　町長

このような機会を作って頂いたことに感謝し

ています。川を隔てて行政の取り組みが異なる

点には、考えるべき事が多々あり、住民の安

全・福祉・教育など、大きな視点に立って行政

運営が成されるべきだと痛感しています。既に

両住民の働く場は交差し、生活圏は一体化して

います。今後この会が継続的に発展する事を願

います。

山出金沢市長
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ま
ち
づ
く
り
／
女
性
施
策
推
進
室

７
月
１
日
、
内

町
に
「
女
性
施

策
推
進
室
」が
誕
生
し
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
推
進
室
は「
男
女
共
同
参
画

社
会
」を
学
び
育
て
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
だ
、産
声
を
あ
げ
た
ば
か
り
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
で
す
。皆
さ
ん
の
暖
か
い
手
が
あ
っ
て
歩
き
出
し
、

話
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
男
は
仕
事
・
女
は
家
庭
」と
い
っ
た
よ
う
な
性
別
に

よ
っ
て
役
割
が
固
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
職
場
で
、
学
校

で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
よ
う
な
社
会
が「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

で
す
。

皆
さ
ん
の
手
で
、
育
て
あ
げ
る
内

町
の
共
同
参
画

社
会
に
つ
い
て
、
共
に
学
び
、
悩
み
、
喜
び
合
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
一
人
一
人
が
生
き
生
き
と
輝
い
て
暮

ら
す
社
会
に
つ
い
て
一
緒
に
勉
強
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

ど
う
ぞ
、
男
女
共
同
参
画
の
芽
が
元
気
に
育
ち
ま

す
よ
う
、
暖
か
く
見
守
っ
て
下
さ
い
。

内
　
町
で
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
電
子
メ
ー
ル

な
ど
、
広
く
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
長
と
直
接
対
話
す
る『
ま
ち
づ
く
り
町
長

談
話
室
』を
、
毎
週
月
曜
日
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
で
開

設
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
ま
ち

づ
く
り
談
話
室
な
ど
に
お
寄
せ
頂
い
た
ご
意
見
を
抜
粋

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

７
月
25
日
か
ら
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
内

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

８
月
の『
ま
ち
づ
く
り
町
長
談
話
室
』開
設
日
は
１
日
、
22

日
、
29
日
で
す
。（
都
合
に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
電
話
等
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

ま
ち
づ
く
り
政
策
部

公
聴
広
報
室

1
２
８
６
―

６
７
５
３

老
人
施
策
は
か
な
り
充
実
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
若
い
人
に
向
け
た
施
策
も
大
切
で
は
？

貴
重
な
ご
意
見
と
受
け
と
め
る
。
定
住
人
口
が
増
え
る
よ
う
み

な
さ
ん
と
共
に
考
え
た
い
。

町
長
宛
の
電
子
メ
ー
ル
は
い
つ
か
ら

で
き
ま
す
か
？

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
　
今
後
の
日
程

８
月

９
月

10
月

20
日

向
陽
台

24
日

大
学
２
丁
目

31
日

大
清
台

２
日

鶴
ヶ
丘
５
丁
目

３
日

大
根
布

７
日

ア
カ
シ
ア

９
日

鶴
ヶ
丘
東

10
日

西
荒
屋

17
日

旭
ヶ
丘

22
日

宮
坂

24
日

白
帆
台

１
日

室

各地区とも、時間はすべて午後７時30分から、
場所は各地区公民館です。皆様の活発なご意
見をお聞かせください。

まちづくり
町長談話室
第１回

ハマナスの
タウン

ミーティング

〒920-0292
石川県河北郡内 町大学
1－2－1
内 町役場
まちづくり政策部
企画財政課　
女性施策推進室

●電話 286－6723
●FAX 286－0617
●e-mail
danjyo@town.uchinada.
ishikawa.jp
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農
業
委
員
会

農業委員会 新委員決まる 農業委員会 新委員決まる 
会長に米田　満氏  職務代理に岡野三郎氏 

退
任
農
業
委
員
感
謝
状
授
与

７
月
２６
日（
火
）内

町
役
場
で
行
わ
れ
た
内

町
農
業
委
員
会
組
織
総
会
に
お
い
て
、
12
年
以
上
の

在
任
期
間
で
任
期
満
了
に
伴
い
、
７
月
19
日
を
も
っ

て
退
任
さ
れ
ま
し
た
次
の
農
業
委
員
の
方
々
に
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

・
橋
本

勝
治
さ
ん（
10
期
30
年
間
）

・
藤
井

茂
治
さ
ん（
８
期
24
年
間
）

・
飯
田

さ
ん（
４
期
12
年
間
）

内

町
の
農
業
委
員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
町

農
政
に
御
尽
力
さ
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

７月５日告示された農業委員会委員選挙において、１０名の方々が立候補され、無投票当選されました。また、議会・
農協・共済・土地改良区から推薦された５名の方々も、それぞれ選任されました。
また７月２６日に開かれた総会において、会長及び石川県農業会議員に米田 満氏、会長職務代理に岡野三郎氏が互
選されました。

米田 満
向粟崎 土地改良区推薦

岡野 三郎
西荒屋 共済推薦

北川 巌
向粟崎 公選

北 繁
室 公選

梅田 秀雄
宮坂 公選

伊戸川 優
大根布 公選

米田 勝
向粟崎 公選

川江 次
室 公選

中嶋 敏正
大根布 議会推薦

廣瀬 武志
室 農協推薦

宮本 浩嗣
宮坂 公選

上前 勇作
宮坂 公選

三原左喜男
大根布 公選

夷藤 満
向粟崎 議会推薦

二ッ谷雅慶
西荒屋 公選

農業委員会は、農業委員会
等に関する法律に基づいて、
農業及び農業者の利益を代表
する行政機関として、次のこと
を目的に各市町村ごとに設置
されています。

①農地の権利移動や転用許可
に関すること、あっせん、紛争
の防止
②農地賃貸借の管理や、
標準小作料の決定。
③農業者年金等の相談活動
④意見の公表、建議、諮問に
対する答申

また、農業委員は、農地の
賃借の掘り起こし活動を行って
います。農業に関するご相談
は、お近くの農業委員にお尋
ねください。

？農業委員会とは？

※写真左から順に橋本勝治さん、藤井茂治さん、飯田 さん
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夏
ま
つ
り

7月23日（土）に内 町民夏まつりが開催されました。バトントワリングで幕
を開けた今年の町民夏まつり。保育園児の盆踊りや和太鼓演奏にジャズ演奏な
ど、盛りだくさんの内容に、会場の熱気も最高潮に達し、「ハマナス歌謡祭」では
メインゲストの石原詢子さんの熱唱に、観客の皆さんは酔いしれました。フィナ
ーレを飾る「花火の祭典」では幾つもの大輪が夜空を彩り、大人にとっても子供
にとっても良い思いでの一日となりました。

●内 町暴力追放連絡協議会
7月13日（水）平成17年度定期総会が開かれ、関係者18名

が参加し、前年度事業報告と本年度事業計画ならびに、役員の
選出が行われました。会長に大徳俊光さん（大学）、副会長に
表井源一さん（鶴ヶ丘）、棚田昭さん（アカシア）、監事に上前勇
さん（宮坂）、北徹さん（室）がそれぞれ選出されました。

●内 町暴走族根絶運動推進会議
7月14日（木）関係者30名が参加し平成17年度第一回総会

が開かれ、議長に向幸作さん（アカシア）、副議長に西山康明さ
ん（鶴ヶ丘）が選出されました。暴走車両発見時の通報方法や、
若者に対する暴走族加入阻止教室と、夏場の町内パトロール
などの事業計画を定めました。

◆◆◆ 町から暴力、暴走の追放を！！◆◆◆

今年
も燃
えた うちなだの夏！！



9
2005.8.5

国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

先日、広島へ行ってきました。青空と微風の卯月、

川沿いで演奏をする人たちや散歩をする人たちがい

て、穏やかな風景でした。しかし平和祈念館に入ると、

そこは想像を絶するような悲惨な空間でした。巨大な

キノコ雲、溶けたガラス瓶、ひどくヤケドした人間と

廃墟と化した広島の町等、数え切れないほどの原子爆

弾に関する様々な映像や写真がありました。人類初の

核兵器が使われた時、歴史は変わりました。戦後生ま

れの私は大きな衝撃を受け、少なからず戦争の怖さや

辛さを理解できたと思います。また、歴代の広島市長

が、核兵器開発に対し、多数の国々に抗議文を出して

いると知り、平和への強い望みを継続的に世界に発信

することは素晴らしいことだと思いました。

私や日本へ来た外国の友達にとって、広島の原爆ド

ームは必ず訪れたい場所の一つです。なぜなら、破壊

的な核兵器の恐怖を、実際に経験していない人に伝え

るために、被爆した当時のまま保存されており、その

時の状況を目のあたりにできるからです。原爆ドーム

は核兵器廃絶と恒久平和を求めるシンボルとして世界

遺産に登録されました。世界中の多くの人達が訪れ、

原爆と戦争がいかに悲惨であるかを知るべきではない

かと思います。

今年で太平洋戦争（第2次世界大戦）が終わってから、

60年になります。しかし、戦争は本当に終わったので

しょうか？残念なことに、それからも世界のどこかで戦

争は起こっているのです。現在も大勢の人々が戦争の

最中にいます。何人かの考えで、数千人、数万人が苦痛

や死と向き合うことになってしまいます。いつになった

ら戦争や紛争が無くなるのでしょうか？私は小学校へ

学校訪問をし、いつもあどけない子ども達の笑顔を見

ています。この子たちが大きくなる頃には、戦争のない

平和な世界になってほしいと心から願っています。
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図
書
館
情
報

だ
れ
が
名
づ
け
た
の
か

さ
や
豆
を
も
つ

小
さ
な
草
に

カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ

も
っ
と
小
さ
い
の
に
ス
ズ
メ
ノ
エ
ン
ド
ウ
っ
て

カ
ラ
ス
や
ス
ズ
メ
が
き
い
た
ら

ぼ
く
の
豆
だ
あ
っ
て
喜
ぶ
だ
ろ
う
な

で
も

豆
も
葉
な
ら
び
も
エ
ン
ド
ウ
そ
っ
く
り
で
あ
の

田
ん
ぼ
一
め
ん
を
花
の
じ
ゅ
う
た
ん
に
す
る
草
が

タ
ニ
シ
ノ
エ
ン
ド
ウ
で
も

カ
エ
ル
ノ
エ
ン
ド
ウ
で
も
な
く
て

レ
ン
ゲ
ソ
ウ
っ
て
の
も

い
い
な
あ

花
に
ぴ
っ
た
り
の
涼
し
く
光
る
ひ
び
き
が

よ
べ
ば

ほ
っ
ぺ
た
を
そ
よ
そ
よ
す
る

と
こ
ろ
で
ボ
ク
も
一
つ
名
づ
け
た
ん
だ

う
す
暗
い
裏
や
ぶ
に
咲
く
あ
の
ド
ク
ダ
ミ
に

ネ
ズ
ミ
ノ
ラ
ン
プ
っ
て
…

白
い
や
さ
し
い
花
の
ラ
ン
プ
が

ほ
ん
の
り
と
と
も
っ
た
ま
わ
り
に
あ
の

か
し
こ
そ
う
な
顔
の
ネ
ズ
ミ
た
ち
が
き
て

マ
ン
ガ
見
て
く
れ
た
ら
な
あ
っ
て
思
っ
て
さ

草
の
な
ま
え

ま
ど

み
ち
お

詩
を
読
も
う

「
お
な
か
の
大
き
い
小
母
さ
ん
」

ま
ど
・
み
ち
お

大
日
本
図
書
株
式
会
社
刊

あ
な
た
の
車
は
、
大
丈
夫
で
す

か
？
安
全
性
、
快
適
性
、
低
環
境

負
担
の
追
及
と
と
も
に
進
む
精
緻

な
自
律
シ
ス
テ
ム
化
が
、
車
に
新

た
な
可
能
性
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ

る
。
世
界
の
カ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
分
野
を
リ
ー
ド
す
る
技
術
者

が
、
車
の
未
来
を
綴
る
。

原
　
　
邦
彦
　
著

進
化
す
る
自
動
車

（
岩
波
科
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

「
生
き
る
」と
は
、
辛
く
、
熱
く
、

真
剣
な
も
の
。
腰
椎
圧
迫
骨
折
、

脳
梗
塞
の
後
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

装
着
手
術
を
乗
り
越
え
た
著
者

の
、「
命
の
危
機
」を
見
つ
め
た
日
。

人
生
の
別
れ
を
予
感
し
、
胸
に
秘

め
つ
つ
、
書
き
綴
っ
た「
生
き
る
旅
」

と
は
？

澤
地
　
久
枝
　
著

地
図
の
な
い
旅

子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
重
い
病
気
に
な
る
。「
ど

う
し
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
、
連
れ
て

行
っ
ち
ゃ
う
の
？
」子
ど
も
た
ち
は

必
死
で
死
神
に
、
訴
え
る
。
モ
ー
タ
ル

（
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｌ
）と
は
、「
死
ぬ
運
命

に
あ
る
」の
意
味
。
生
と
死
を
や
さ
し

く
考
え
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
絵
本

シ
ャ
ロ
ッ
テ
・
パ
ー
デ
ィ

絵

グ
レ
ン
・
リ
ン
ド
ゥ
ヴ
ィ
ズ
　
作

泣
い
て
も
い
い
？

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｌ
を
考
え
る

（
児
童
書
）

◆
ふ
れ
あ
い
講
座

絵
本
や
紙
芝
居
を
、
親
子
で
聞

き
に
き
ま
せ
ん
か
？

８
月
20
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜

図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

◆
土
曜
お
は
な
し
会

図書館に対するご意見ご感想をお寄せくだ
さい。図書の所蔵や予約は電話やFAXで
も受け付けます。また、ご自宅のパソコンか
ら図書の検索、予約ができますが、インター
ネット予約には事前の登録が必要です。

286-1930
286-1931

http://www.town.uchinada.
ishikawa.jp/osirase/toshokan

TEL
FAX

日
時

場
所

●「
親
子
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
」

〜
親
子
で
楽
し
む「
舟
」作
り
〜

８
月
９
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

内

町
文
化
会
館
２
階

集
会
展
示
室

●「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
楽
し
も
う
」

〜
そ
の
方
法
と
実
践
、
討
議
な
ど
〜

８
月
26
日（
金
）

午
後
２
時
〜
４
時

内

町
文
化
会
館
２
階

集
会
展
示
室

※
い
ず
れ
も
図
書
館
ま
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

日
時

場
所

日
時

場
所

子こ

供ど
も

の
心

こ
こ
ろ

の
悩な

や

み
と
向む

き
合あ

う
本

森も
り

津つ

純
じ
ゅ
ん

子こ

不ふ

思し

議ぎ

な
日に

本ほ
ん

語ご

段だ
ん

駄だ

羅ら木き

村む
ら

功
い
さ
お

あ
な
た
を
守ま

も

る
法ほ

う

律り
つ

知ち

識し
き大お

お

沢さ
わ

孝た
か

征ゆ
き

森も
り

の
チ
カ
ラ
、
生い

き
る
チ
カ
ラ

清し

水み
ず

国く
に

明あ
き

幻
想
曲

げ
ん
そ
う
き
ょ
く

児こ

玉だ
ま

博
ひ
ろ
し

自じ

分
流

ぶ
ん
り
ゅ
う

で
楽た

の

し
む
ガ
ー
デ
ン

日に

本ほ
ん

放ほ
う

送そ
う

出
版

し
ゅ
っ
ぱ
ん

協
会

き
ょ
う
か
い

天て
ん

使し

が
い
た
三
十
日

さ
ん
じ
ゅ
う
に
ち

新し
ん

堂ど
う

冬ふ
ゆ

樹き

ひ
と
め
ぼ
れ
の
法ほ

う

則そ
くス

ー
ジ
ー
・
マ
リ
ン

き
ち
ん
と
節せ

つ

約や
く

、
す
て
き
に
暮く

ら
す

宝た
か
ら

島じ
ま

社し
ゃ

夏な
つ

の
吐と

息い
き

小こ

池い
け

真ま

理り

子こ

赤あ
か

ち
ゃ
ん
わ
く
わ
く
絵え

本ほ
ん

箱ば
こ

宮み
や

崎ざ
き

清
き
よ
し

新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

今
月
の
オ
ス
ス
メ
本

フ
シ
ギ
が
い
っ
ぱ
い
！
都と

会か
い

の
自し

然ぜ
ん

観か
ん

察さ
つ

が
お
も
し
ろ
い

ア
ク
ア
　
ル
ー
ム

幸こ
う

福ふ
く

な
結け

つ

末ま
つ

辻つ
じ

仁ひ
と

成な
り
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消
防
だ
よ
り

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
８
〜
９
割
は
住
宅

火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ
防
止
の

た
め
に「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を
設
置
し
ま
し

ょ
う
。

※
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
一
般
の
住
宅
の
寝
室

等
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
新
築

の
住
宅
等
は
平
成
18
年
の
６
月
か
ら
、
現
在

お
住
ま
い
の
住
宅
等
は
平
成
20
年
６
月
か
ら

義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
詳
細
は
内

町
消
防
本
部

予
防
課
ま
で

1
２
８
６
―

３
３
０
１

■
Ａ
Ｅ
Ｄ
っ
て
何
？

い
つ
使
う
の
？

今
ま
で
元
気
だ
っ
た
人
が
急
に
心
筋
梗
塞
な

ど
の
心
臓
の
病
気
で
倒
れ
た
場
合
、
心
臓
が
ケ

イ
レ
ン
を
起
こ
し
、
血
液
を
全
身
へ
送
れ
な
い
状

態
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と

死
に
至
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
１
秒
で
も

早
く
心
臓
の
ケ
イ
レ
ン
を
止
め
る
こ
と
は
救
命

の
た
め
に
は
大
変
重
要
な
処
置
で
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
自
動
的
に
ケ
イ
レ
ン
を
見
つ
け
、

機
器
の
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従
い
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
、
ケ
イ
レ
ン
を
止
め
る
機
器
で
す
。

■
私
た
ち
に
も
使
え
る
の
？

ど
の
様
な
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
？

法
律
の
改
正
に
よ
り
一
般
の
方
も
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
関
西
空

港
、
町
内
で
は
金
沢
医
科
大
学
病
院
の
通
路
、

金
沢
市
で
は
民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
公
共
施
設
や
不
特

定
多
数
者
が
集
ま
る
施
設
へ
の
設
置
も
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
み
な
さ
ん
、
普
通
救
命
講
習
を
受
講
し

ま
し
ょ
う
。

「
所
定
の
位
置
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
パ
ッ
ド
を
貼
る
。」

「
電
気
シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を
押
す
時
は
患
者
さ
ん

に
触
れ
な
い
。」な
ど
、
し
っ
か
り
と
し
た
使
用
方

法
を
学
ば
な
い
と
危
険
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

脳
は
酸
素
な
し
で
は
３
分
し
か
生
き
ら
れ
ま

せ
ん
。
電
気
シ
ョ
ッ
ク
も
１
分
遅
れ
る
ご
と
に

10
％
救
命
率
が
低
下
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
電
気
シ
ョ

ッ
ク（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）は
大
変
重
要
な
救
命
手
当
で
す
。

３
時
間
で
こ
れ
ら
が
マ
ス
タ
ー
で
き
ま
す
。
是

非
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
大
会
は
、
か
ほ
く
市
・
河
北
郡
内
の
防
火

協
会
会
員
で
あ
る
一
般
事
業
所
の
初
期
消
火
技

術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

大
会
当
日
は
、
屋
内
消
火
栓
や
消
火
器
を
使

用
し
て
標
的
を
倒
す
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
般
の
方
の
見
学
も
で
き
ま
す
の
で
暖
か
い
声

援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

８
月
27
日（
土
）９
時
〜

■
場
所

か
ほ
く
市
消
防
本
部

グ
ラ
ウ
ン
ド

花
火
は
正
し
く
使
わ
な
い
と
火
傷
を
し
た

り
、
火
災
の
原
因（
特
に
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
や
打
ち

上
げ
花
火
）と
な
る
な
ど
、
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
花
火
遊
び
は
迷
惑
に
な
ら
な
い
場
所
と
時

間
を
考
え
、
後
始
末
は
し
っ
か
り
行
い
、
み
ん
な

が
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
も
、
次
の
こ
と
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

●
風
が
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

●
安
全
な
場
所
で
、
大
人
と
一
緒
に
行
い
ま
し

ょ
う
。

●
花
火
に
書
い
て
あ
る
注
意
書
き
を
よ
く
読
ん

で
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
ま
と
め
て
点
火

し
た
り
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
深
夜
は
近
所
迷
惑
で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
義
務
化

◆
普
通
救
命
講
習
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）が
追
加
さ
れ
ま
し
た
！

第
13
回
か
ほ
く
市
河
北
郡

消
火
技
術
競
技
大
会
開
催

花
火
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

AED

パッド取付方法
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

７
月
15
日
（
金
）北
部
保
育
所
に
西
荒
屋
小

学
校
一
年
生
13
人
の
皆
さ
ん
が
訪
問
し
ま
し

た
。
こ
の
春
ま
で
北
部
保
育
所
に
通
っ
て
い

た
先
輩
た
ち
は
、
ク
イ
ズ
を
出
し
た
り
、
劇

を
演
じ
た
り
し
て
保
育
園
児
た
ち
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。
た
っ
た
一
歳
だ
け
し
か
違
い
ま

せ
ん
が
、
や
っ
ぱ
り
小
学
校
に
通
っ
て
い
る

子
供
た
ち
は
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
雰
囲

気
が
あ
り
ま
し
た
。

小
学
生
の
先
輩
が
保
育
所
訪
問

７
月
１
日
（
金
）
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
内

町
役
場
を
訪
れ
ま

し
た
。
７
月
は
、
法
務
省
が
主
唱
す
る
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
の
強
化
月
間
で
あ
り
、

そ
れ
に
と
も
な
い
、
保
護
司
、
更
正
保
護
女

性
部
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
内

町
役
場
を
訪

れ
、
八
十
出
町
長
に
法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
達
し
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
来
庁

金
沢
市
湯
涌
公
民
館
と
向
粟
崎
公
民
館
が

交
流
公
民
館
と
し
て
提
携
す
る
こ
と
に
な

り
、
両
公
民
館
長
に
よ
り
同
意
書
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

山
里
で
あ
る
湯
涌
地
区
と
漁
師
ど
こ
ろ
で

海
岸
部
に
位
置
す
る
向
粟
崎
地
区
が
交
流
す

る
こ
と
で
、
海
、
山
の
自
然
を
互
い
に
共
有

し
、
お
互
い
の
地
区
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

今
後
、
金
沢
湯
涌
創
作
の
森
を
拠
点
に
、

様
々
な
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

湯
涌
公
民
館
と
向
粟
崎
公
民
館
が

交
流
公
民
館
と
し
て
提
携

６
月
26
日
（
日
）内

町
文
化
会
館
で
ど

ん
ど
こ
祭
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
の
参
加

者
は
太
鼓
や
ダ
ン
ス
、
民
族
楽
器
な
ど
の
演

奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
今

年
で
６
回
を
数
え
ま
す
。
太
鼓
の
音
は
胸
の

底
か
ら
体
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
に
響
き
、
当
日

集
ま
っ
た
お
客
さ
ん
は
皆
そ
の
迫
力
に
大
満

足
の
よ
う
で
し
た
。

胸
に
響
く
迫
力
の
音

湯涌公民館
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

７
月
７
日
（
木
）
働
く
女
性
の
家
講
座
の

一
つ
、
オ
カ
リ
ナ
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
４
回
の
講
座
の
う
ち
の
初
日
で
、
受
講
生

は
ま
ず
音
の
出
し
方
か
ら
習
い
始
め
、
う
ま

く
音
を
出
せ
な
か
っ
た
り
、
指
が
ず
れ
た
り

し
な
が
ら
も
オ
カ
リ
ナ
と
格
闘
し
て
い
ま
し

た
。
難
し
い
け
ど
楽
し
い
と
受
講
者
の
方
は

感
想
を
述
べ
、「
４
回
目
に
は
必
ず
上
手
に
な

っ
て
や
り
ま
す
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

趣
味
を
持
つ
こ
と
は
非
常
に
良
い
こ
と
で

す
。
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
て
も
、
豊
か
な

人
生
を
築
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

暑
い
夏
に
土
笛
の
音

７
月
５
日
（
火
）向
陽
台
保
育
園
で
交
通

安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
児
約
１
０

０
名
、
そ
の
祖
父
・
祖
母
の
方
々
約
30
名
が

参
加
し
ク
イ
ズ
や
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
横
断
歩
道

を
渡
る
模
擬
訓
練
な
ど
を
通
し
て
楽
し
く
交

通
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

警
官
の
方
と
道
路
に
飛
び
出
さ
な
い
こ
と
、

左
右
を
見
て
横
断
歩
道
を
渡
る
こ
と
な
ど
を

ゆ
び
き
り
で
約
束
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル

７
月
20
日（
水
）か
ら
８
月
19
日（
金
）に

か
け
て
、
鶴
ヶ
丘
郵
便
局
で
ふ
み
の
日
記
念

絵
手
紙
展
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
砂
丘
絵
て

が
み
楽
集
、
内

町
生
き
が
い
活
動
教
室
、

う
ち
な
だ
の
里
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
数
73
点
で
す
。
皆
さ
ん
も

色
と
り
ど
り
の
絵
手
紙
の
数
々
を
見
に
行
か

れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ふ
み
の
日
記
念
絵
手
紙
展

７
月
17
日
（
日
）に
第
24
回
内

町
海
浜

美
化
清
掃
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
町
民
の
み
な

さ
ま
約
１，
３
０
０
人
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ゴ

ミ
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
海
岸
線
一
帯
が
、
元

ど
お
り
の
き
れ
い
な
砂
浜
へ
と
よ
み
が
え
り

ま
し
た
。

美
し
い
内

の
海
岸
線
は
、
住
民
み
ん
な

の
財
産
で
す
。
海
水
浴
等
の
後
に
は
、
ゴ
ミ

は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
作
戦
実
施

〜
美
し
い
内
　
の
海
岸
線
復
活
！
〜
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暮
ら
し
の
情
報

■
職
種
及
び
採
用
人
員

①
保
育
士（
若
干
名
）

②
学
童
保
育
児
童
厚
生
員（
１
人
）

■
応
募
資
格

１．

年
齢

●
①
は
、
50
歳
以
下

●
②
は
、
55
歳
以
下

※
年
齢
は
、
平
成
17
年
８
月
31
日
現
在

２．

資
格
等

①
は
保
育
士
免
許
保
有
者

①
、
②
と
も
に
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す

る
者

■
勤
務
条
件

１．

賃

金
…
月
額
１
３
６，
０
０
０
円

２．

勤
務
日
…
週
40
時
間
勤
務

月
〜
土
曜
日

３．

そ
の
他

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

有
、
そ
の
他
町
規
定
に
よ
る
。

■
採
用
予
定
日
▼
平
成
17
年
９
月
１
日

■
応
募
期
限
▼
平
成
17
年
８
月
19
日（
金
）

■
応
募
要
領

総
務
部
総
務
課
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書
を

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験

日
時
、
場
所
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部

総
務
課

■
募
集
人
員
▼
１
名

■
応
募
資
格

●
内

町
に
住
所
を
有
す
る
満
55
歳
ま
で
の
健

康
な
方

●
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
で
き
る
方

■
勤
務
場
所

公
社
管
理
施
設（
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
及
び
屋
内
温
水
プ
ー
ル
等
）

■
勤
務
条
件

①
業
務
内
容

事
務
員
兼
業
務
員

②
賃
金

月
額
１
３
１，
９
０
０
円

③
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

午
後
１
時
〜
午
後
９
時
45
分

④
休
日

週
休
２
日

⑤
そ
の
他

社
会
保
険
有

そ
の
他
、
内

町
公
共
施
設
等

管
理
公
社
規
定
に
よ
る
。

■
採
用
予
定
日
▼
平
成
17
年
９
月
１
日（
木
）

■
応
募
手
続

内

町
公
共
施
設
等
管
理
公
社
事
務
局
で
交
付

す
る
願
書
に
履
歴
書
を
添
え
て
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限
▼
平
成
17
年
８
月
17
日（
水
）

■
面
接
試
験

日
時
・
場
所
は
本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）内

町
公
共
施
設
等
管
理
公
社
事
務
局

（
内

町
屋
内
温
水
プ
ー
ル
内
）

1
２
８
６
―

１
８
０
０

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
の
適
正
を
図

り
、
事
業
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う「
内

町
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
声
を
国
保
事
業
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、次
の
と
お
り
委
員
を
公
募
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
者（
応
募
資
格
）

内

町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

■
任

期
▼
就
任
か
ら
平
成
19
年
５
月
19
日

■
報

酬
▼
５，
０
０
０
円
／
回

■
会
議
回
数
▼
年
４
回
程
度

■
募
集
人
員
▼
１
名

■
応
募
期
限
▼
８
月
19
日（
金
）

●
応
募
用
紙
は
、
健
康
推
進
課
に
準
備
し
て
あ

り
ま
す
。

●
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

健
康
推
進
課

勤
労
青
少
年
の
健
全
な
育
成
と
福
祉
の
増
進

を
目
的
に「
内

町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
」を
設

置
し
て
お
り
ま
す
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
運
営
委
員
会
は
、
当
施

設
の
運
営
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
審
議
す
る

機
関
で
す
。

町
民
の
皆
様
の
声
を
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
次
の
と
お
り
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

■
対
象
者

町
民
ま
た
は
町
内
事
業
所
勤
務
の
方

総　 務　 課 1286-6720
税　 務　 課 1286-6706

お問い合わせは
こちらまで

役場代表 1286-1111

総 務 部

企画財政課 1286-6723
行財政改革推進室 1286-6723
女性施策推進室 1286-6723
情報政策課 1286-6753
公聴広報室 1286-6753

ま ち づ く り 政 策 部

町民生活課 1286-6701
次世代育成支援対策室

1286-6701
環境対策室 1286-6701
健康推進課 1286-6702
介護福祉課 1286-6703
地域包括支援センター準備室

1286-6703

町 民 福 祉 部

産業振興課 1286-6708
都市建設課 1286-6710
北部開発対策室 1286-6713

都 市 整 備 部

水道電気課 1286-1115
下 水 道 課 1286-6718

企 業 局

生涯学習課 1286-6716
学校教育課 1286-6717

■出　納　室 1286-6707
■議会事務局 1286-6715
■保健センター 1286-6101
■消 防 本 部 1286-3301

■図　書　館 1286-1930
■文 化 会 館 1286-1123
■働く女性の家 1237-6440
■屋内温水プール 1286-1800
■（財）公共施設等管理公社

1286-1800
■社会福祉協議会 1286-6953

教 育 委 員 会

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

内

町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
運
営
委
員

募
　
集

各
委
員
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

（
財
）内
　
町
公
共
施
設
等

管
理
公
社
嘱
託
職
員
募
集

内
　
町
嘱
託
職
員
募
集
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暮
ら
し
の
情
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■
任

期
▼
平
成
17
年
９
月
か
ら
２
年
間

■
報

酬
▼
５，
０
０
０
円
／
回

■
会
議
回
数
▼
年
２
回
程
度

■
募
集
人
員
▼
１
名

■
応
募
期
限
▼
８
月
19
日（
金)

●
応
募
用
紙
は
、
産
業
振
興
課
に
準
備
し
て
あ

り
ま
す
。

●
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
部

産
業
振
興
課

今
年
も
内

町
婦
人
意
見
発
表
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

昨
年
同
様
、
広
く
町
民
の
皆
様
よ
り
発
表
者

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

皆
様
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日

時

10
月
28
日（
金
）午
後
７
時
30
分
〜

■
場

所
▼
内

町
役
場

町
民
ホ
ー
ル

■
演

題

「
よ
り
よ
い
生
き
方
を
め
ざ
し
て
！
」

■
発
表
時
間
▼
７
分
以
内

■
申
し
込
み
方
法

生
涯
学
習
課
内

内

町
連
合
婦
人
会
ま
で
、

氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
連
絡
先
電
話
番
号
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
締
切
▼
８
月
31
日（
水
）

12
月
３
日（
土
）に「
内

砂
丘
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
０
５
」が
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ポ
ス
タ
ー
図
案
を

広
く
募
集
し
ま
す
。(

図
案
は
ポ
ス
タ
ー
と
チ

ケ
ッ
ト
に
使
用
さ
れ
ま
す
。)

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
テ
ー
マ
・
内
容
に
そ
っ
た

素
敵
な
ポ
ス
タ
ー
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
テ
ー
マ

「
つ
た
え
よ
う
内

び
と
の
原
風
景
〜
海
・
風
・

砂
・
ひ
と
〜
」

■
内

容

（
一
部
）

和
泉
雅
子
講
演

「
映
画『
非
行
少
女
』主
演
和
泉
雅
子
が
見
た

内

び
と
」

（
二
部
）

り
ん
け
ん
バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
す
。

■
賞

採
用
作
品

１
点

（
３
万
円
）

佳
作
作
品

２
点

（
１
万
円
）

■
締
切
り
▼
８
月
19
日（
金)

※
ポ
ス
タ
ー
記
載
事
項
な
ど
詳
し
い
応
募
要
項

に
つ
い
て
は
生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
、
容
器
包
装
廃
棄
物
、

資
源
ご
み
な
ど
の
処
理
施
設
と
し
て
、
現
在
整

備
中
の
河
北
郡
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
内
に
、

地
域
の
環
境
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に
関
す

る
情
報
発
信
、
環
境
学
習
啓
発
及
び
ガ
ラ
ス
細

工
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
工
房
を
兼
ね
備
え

た「
プ
ラ
ザ
棟
」を
整
備
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
の「
プ

ラ
ザ
棟
」の
愛
称
を
一
般
公
募
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

「
愛
称
」と
と
も
に
、
愛
称
の
説
明（
意
味
）、
氏

名
、
住
所
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
ま
た
は
学

校
名
を
明
記
し
て
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま

た
は
郵
送
の
い
ず
れ
か
で
応
募
く
だ
さ
い
。

■
募
集
の
決
ま
り

●
１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
作
品
に
限
り
ま
す
。

●
著
作
権
な
ど
、
採
用
さ
れ
た
名
称
に
関
す
る

一
切
の
権
利
は
、
河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合

に
帰
属
し
ま
す
。

■
募
集
の
締
め
切
り

９
月
２
日（
金
）
当
日
消
印
有
効

■
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ

〒
９
２
９
―

０
３
１
８

河
北
郡
津
幡
町
字
領
家
西
71
番
地
１

河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合

企
画
課

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
室
「
愛
称
募
集
」
係

1
２
８
９
―

３
２
０
０

5
２
８
９
―

３
２
３
９

E
-m
all:kako

u-r@
m
2
.spacelan.ne.jp

河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合
で
は
次
の
と
お
り

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
人
員
▼
１
名
程
度

■
職

種
▼
技
術
職

■
受
験
資
格

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
昭
和
45

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

■
受
付
期
間

８
月
５
日（
金
）か
ら
８
月
15
日（
月
）ま
で

■
受
験
手
続

申
込
用
紙
は
、
河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合
庶
務

課
に
て
交
付
し
ま
す
。

■
試
験
日
▼
９
月
18
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

組
合
庶
務
課

1
２
８
８
―

４
５
４
５

社
会
福
祉
法
人
内

町
社
会
福
祉
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
職

種
▼
在
宅
訪
問
介
護

■
応
募
資
格

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
で
健
康
な
方

■
勤
務
条
件

賃
金
は
内

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
規
定
に
よ

る
。
労
災
保
険
、
在
宅
福
祉
総
合
補
償
保
険

■
応
募
期
間
▼
常
時

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
17
年
度
河
北
郡
市
広
域
事
務

組
合
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

プ
ラ
ザ
棟（
環
境
学
習
啓
発
施
設
）

の
愛
称
を
募
集
し
ま
す

第
25
回
　
婦
人
意
見
発
表
大
会

―
よ
り
よ
い
生
き
方
を
め
ざ
し
て
―

内
　
砂
丘
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
５
ポ
ス
タ
ー
募
集

内
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー（
登
録
）募
集



「
き
っ
と
役
立
つ
！
た
め
に
な
る
！
」そ
ん
な

暮
ら
し
の
豆
知
識
教
え
ま
す
。

第
１
回
講
座

テ
ー
マ「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
」

●
講
師

石
川
県
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

水
谷

千
佳

氏

●
日
時

９
月
５
日（
月
）13：

30
〜
15：

30

第
２
回
講
座

テ
ー
マ「
く
ら
し
と
税
金
」

●
講
師

石
川
県
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

野
畠

浩
美

氏

●
日
時

９
月
12
日（
月
）13：

30
〜
15：

30

第
３
回
講
座

テ
ー
マ「
生
命
保
険
の
基
礎
知
識
」

●
講
師

石
川
県
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

高
橋

昌
子

氏

●
日
時

９
月
26
日（
月
）13：

30
〜
15：

30

■
場

所
▼
働
く
女
性
の
家

■
対

象

町
内
在
住
の
方（
た
だ
し
学
生
は
除
く
）

■
定

員
▼
各
20
名

■
受
講
料
▼
無
料

■
申
込
み
先

働
く
女
性
の
家

1
・
5
２
３
７
―

６
４
４
０

（
月
〜
金
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

■
申
込
み
締
切
日
▼
８
月
22
日（
月
）

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
登
場
し
話
題
を
呼

ん
で
い
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
カ
ー
コ
・
フ
ェ
レ
ン
ク

氏（
サ
ン
ド
・
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
）を
招
き
、
創
造

的
で
楽
し
い
砂
絵
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

砂
絵
が
創
り
出
す
不
思
議
な
世
界
を
、
ぜ
ひ
親

子
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日

時

８
月
22
日（
月
）午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

■
会

場

内

町
役
場
１
階

町
民
ホ
ー
ル

■
内

容

親
子
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

■
参
加
費
▼
無
料

■
定

員
▼
２
０
０
名

■
申
し
込
み
▼
生
涯
学
習
課

■
締
切
り
▼
８
月
10
日（
水
）

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
推
進
県
民
会
議
主
催

に
よ
る「
中
高
生
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
、
推
進
協
力
機
関
・
団
体
、
町
、
学
校
が
一
体

と
な
っ
て
、
県
下
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
あ
た
た
か

い
挨
拶
、
声
か
け
で
、
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
を
推
進
し

ま
し
ょ
う
。

■
開
催
期
間

８
月
31
日（
水
）〜
９
月
６
日（
火
）

■
時

間

朝
の
通
学
時
及
び
下
校
時
、
夜

■
対

象
▼
中
学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒

■
場

所

駅
、
交
差
点
、
横
断
歩
道
、
学
校

等

■
活
動
内
容

あ
い
さ
つ
、
交
通
ル
ー
ル
や
公
共
マ
ナ
ー
に
関

す
る
声
か
け

■
問
い
合
わ
せ
先
▼
生
涯
学
習
課

■
内

容

●
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
で
ポ
ス
タ
ー
、
年
賀
状

●
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
で
簡
単
な
表
計
算

な
ど

■
実
施
期
間

10
月
４
日（
火
）〜
25
日（
火
）

（
毎
週
火
・
金
曜
日

計
７
回
）

■
時

間
▼
午
後
６
時
〜
９
時

■
場

所

石
川
県
立
内

高
等
学
校

３
Ｆ

第
１
Ｃ
Ａ
Ｉ
室

■
受
講
料
▼
７，
０
０
０
円

■
定

員

20
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
み
期
限
▼
９
月
22
日（
木
）ま
で

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

石
川
県
立
内

高
等
学
校

1
２
３
８
―

５
３
０
１

今
回
の
介
護
教
室
で
は
、
実
際
に
認
知
症
の

介
護
に
携
わ
っ
た
方
の
体
験
を
も
と
に
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日

時

８
月
19
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

■
演

題

「
認
知
症
の
人
の
思
い
・
家
族
の
人
の
思
い
」

■
講

師

呆
け
老
人
を
か
か
え
る
家
族
の
会

■
場

所

内

町
役
場

４
階

４
０
６
・
４
０
７
会
議
室

■
対
象
者

内

町
在
住
で
現
に
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
方

認
知
症
の
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

※
資
料
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
参
加
希
望
の

方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

1
２
８
６
―

９
９
１
２

北
は
北
海
道
、
南
は
九
州
ま
で
の
各
地
の
唄

に
踊
り
を
添
え
ま
し
て
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
な
が
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
に
ご
協
力

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

集
ま
っ
た
お
金
は
内

町
の
福
祉
事
業
に
寄

附
し
、
役
立
て
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

■
日

時
▼
８
月
21
日（
日
）午
後
１
時
〜

■
会

場
▼
内

町
文
化
会
館

■
主

催
▼
内

町
民
謡
協
会

■
問
い
合
わ
せ
先

1
２
８
６
―

１
２
３
９（
会
長

兼
生
義
八
）
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カ
ー
コ
・
フ
ェ
レ
ン
ク
氏
の

サ
ン
ド
ア
ー
ト
の
ご
案
内

中
高
生

グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

家
族
介
護
教
室
・
講
演
会
の

お
知
ら
せ

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

第
11
回
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

内
　
民
謡
祭（
会
員
の
発
表
会
）

入
場
無
料

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

働
く
女
性
の
家
講
座
の
ご
案
内

賢
い
主
婦
に
な
る
た
め
に



刑
務
作
業
製
品
展
示
販
売

■
日

時
▼
９
月
11
日（
日
）

■
場

所
▼
金
沢
刑
務
所

施
設
見
学
会（
受
付
開
始
・
午
前
９
時
30
分
、

午
後
１
時

先
着
各
50
名
様
）も
行
い
ま
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

金
沢
刑
務
所

企
画
部
門

1
２
２
１
―

７
３
６
７

内

町
屋
内
温
水
プ
ー
ル
で
は
次
の
通
り
各

種
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
健

康
増
進
・
体
力
向
上
・
楽
し
い
仲
間
作
り
と
目

的
は
い
ろ
い
ろ
。
さ
ぁ
、
一
緒
に
身
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
！

時
間
の
な
い
方
に
！
オ
ス
ス
メ

期
間
中（
９
月
26
日
〜
12
月
16
日
）、
毎
週
月
・

木
・
金
曜
の
２
時
50
分
〜
３
時
20
分
の
間
、
温

水
プ
ー
ル
に
て
上
手
に
泳
ぐ
た
め
の
コ
ツ
や
フ

ォ
ー
ム
の
チ
ェ
ッ
ク
・
よ
り
効
果
的
な
水
中
歩

行
法
な
ど
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
実

施
。
教
室
の
よ
う
に
毎
週
は
参
加
で
き
な
い
方

や
ち
ょ
っ
と
フ
ォ
ー
ム
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ほ
し
い

な
ど
と
い
っ
た
方
に
最
適
。
プ
ー
ル
を
利
用
し

た
運
動
全
般
に
お
答
え
し
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら

も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
無
料
）

■
時
間
帯

●
昼

午
後
１
時
45
分
〜
２
時
50
分

●
夜

午
後
７
時
25
分
〜
８
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
屋
内
温
水
プ
ー
ル

1
２
８
６
―

１
８
０
０（
担
当

酒
井
）

内

町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
今
月
の
該
当
者

昭
和
15
年
９
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

【
注
】65
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
障
害
手
帳
１
級
・

２
級
・
３
級
及
び
療
育
Ａ
・
Ｂ
の
手
帳
を
お
持
ち

の
方
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
申
請
受
付
開
始
日
▼
８
月
25
日（
木
）

■
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
銀
行
預
金
通
帳（
受
給
者

本
人
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険（
社
会
保

険
・
共
済
等
）に
加
入
の
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

※
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
後
日
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

健
康
推
進
課

■
手
続
期
間

８
月
１
日（
月
）〜
８
月
31
日（
水
）

但
し
土
曜
日
・
日
曜
日
は
役
場
の
閉
庁
日
で
す
。

■
必
要
な
も
の

手
当
証
書
、
印
鑑
、
住
民
票
、
養
育
費
の
金
額

が
わ
か
る
も
の
な
ど

※
期
間
中
に
手
続
き
を
し
な
い
場
合
は
、
支
払

期
日
に
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

※
２
年
間
手
続
き
を
し
な
い
場
合
は
、
受
給
資

格
そ
の
も
の
が
な
く
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部
町
民
生
活
課
ま
た
は

県
子
ど
も
政
策
課

1
２
２
５
―

１
４
２
１

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
資
格
現
況
届

に
つ
い
て
も
、８
月
１
日（
月
）〜
８
月
31
日（
水
）

ま
で
の
提
出
期
間
で
す
。

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
正
面
玄
関
横
の
自
動
販
売

機
の
隣
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
自
動
回
収
機
を
試

験
的
に
設
置
し
ま
し
た
。
設
置
期
限
は
本
年
の

９
月
23
日
ま
で
で
す
が
、
左
記
の
時
間
帯
に
自

由
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
利
用
時
間

毎
日
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

■
お
願
い

ご
利
用
に
当
っ
て
は
次
の
こ
と
を
お
守
り
く
だ

さ
い
。

●

マ
ー
ク
の
つ
い
た
も
の
の
み
回
収
し
ま
す
。

●
つ
ぶ
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

●
簡
単
に
水
洗
い
し
て
く
だ
さ
い
。

講座名 曜日 昼夜 期 間 回数 定員 受講料
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暮
ら
し
の
情
報

秋
の
教
室
受
講
生
募
集
中

●温水プール

●2階研修室

始めようスイミング《初級》

始めようスイミング《初級》

ステップアップスイミング《中級》

ステップアップスイミング《中級》

マスターズスイミング《上級》

マスターズスイミング《上級》

アクアウォーク【水中歩行】

アクアミット【水中エアロ】

月

月

木

木

金

金

水

水

昼

夜

昼

夜

昼

夜

昼

夜

9月26日～12月12日

9月26日～12月12日

9月29日～12月15日

9月29日～12月15日

9月30日～12月16日

9月30日～12月16日

9月28日～12月 7日

9月28日～12月 7日

11回

11回

11回

11回

11回

11回

10回

10回

15名

15名

15名

15名

15名

15名

20名

20名

6,160円

6,160円

6,160円

6,160円

6,160円

6,160円

5,600円

5,600円

ボクシングエアロ 月 夜 10月3日～12月12日 10回 15名 7,000円

お
知
ら
せ

65
歳
か
ら
69
歳
ま
で

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の

手
続
き
は
お
早
め
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
自
動
回
収
機
を

設
置
し
ま
し
た

第
22
回
　
金
沢
矯
正
展
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暮
ら
し
の
情
報

■
日

時

９
月
11
日（
日
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
時
間
厳
守
／
雨
天
決
行
）

■
場

所

①
内

町
保
健
セ
ン
タ
ー

②
ア
カ
シ
ア
公
民
館

③
西
荒
屋
公
民
館

※
お
近
く
の
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
引
取
り
価
格

子
供
用
・
大
人
用
を
問
わ
ず
、
一
台
４
０
０
円

■
注
意
事
項

釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

環
境
対
策
室

盂
蘭
盆
法
要

■
日

時
▼
８
月
12
日（
金
）午
前
10
時
30
分

■
場

所
▼
内

町
霊
園

管
理
棟

①
き
り
こ
吊
棒
の
設
置
に
つ
い
て

一
定
規
格
の
き
り
こ
吊
棒
を
各
墓
碑
に
設
置

し
ま
す
。

②
物
品
販
売
に
つ
い
て

管
理
棟
前
に
て
、
き
り
こ
、
花
、
線
香
、
ロ
ウ

ソ
ク
等
を
販
売
し
ま
す（
13
日
〜
16
日
）

③
休
憩
室
に
つ
い
て

待
ち
合
わ
せ
や
お
疲
れ
の
方
は
、
お
気
軽
に

管
理
棟
の
休
憩
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
年
か
ら
８
月
15
日
の
巡
回
バ
ス
の
運
行
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

来
年
夏
よ
り
放
送
開
始
予
定
の
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
も
対
応
で
き
、
か
つ
選
択
肢
が
広
く
な
っ
た

サ
ー
ビ
ス
が
今
月
よ
り
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ア
ン
テ
ナ
不
要
で
、
鮮
明
な
画
像
が
受
信
で

き
、
町
消
防
署
か
ら
の
出
火
案
内
や
行
政
番
組

が
視
聴
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル（
９

ｃ
ｈ
）も
標
準
で
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

①
ア
ナ
ロ
グ
コ
ー
ス（
現
行
の
ま
ま
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

３，
１
５
０
／
月

②（
新
）デ
ジ
タ
ル
ミ
ニ
コ
ー
ス

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１，
５
７
５
／
月

③（
新
）デ
ジ
タ
ル
ス
ー
パ
ー
コ
ー
ス

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

３，
９
９
０
／
月

②
③
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ー
ス
に
加
入
さ
れ
ま
す
と
、

来
年
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始
後
も
今
お
持

ち
の
テ
レ
ビ
は
そ
の
ま
ま
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入
申
込
書
や
新
コ

ー
ス
案
内
チ
ラ
シ
は
、
役
場
５
階

情
報
政
策

課
窓
口
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
対
す
る
視
聴
料
金
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
別
途
支
払
い
が
必
要
で
す
。

●
上
記（
新
）デ
ジ
タ
ル
契
約
料
金
は
い
ず
れ
も

Ｓ
Ｔ
Ｂ
装
置（
テ
レ
ビ
に
接
続
し
て
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
機
器
）を
買
取
り

し
た
場
合
で
す
。

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

金
沢
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
㈱

7
０
１
２
０
―

７
５
１
―

１
１
４
又
は

1
０
７
６
―

２
２
４
―

１
１
１
４

■
施
設
休
館
に
つ
い
て

施
設
等
の
点
検
整
備
の
た
め
、
左
記
の
施
設
が

休
館
に
な
り
ま
す
。

※
な
お
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
休
館
中
は
、
高
齢
者

送
迎
バ
ス
も
運
休
に
な
り
ま
す
。

■
屋
内
温
水
プ
ー
ル
利
用
時
間
変
更
に
つ
い
て

９
月
１
日(

木)

か
ら
、
利
用
時
間
は
左
記
の
と

お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
平
日

午
後
１
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

(

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
午
前
10
時
か

ら
午
後
９
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。)

●
日
曜
日
・
祝
日

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で

■
総
合
公
園
行
き
無
料
送
迎
バ
ス
の

時
刻
変
更
に
つ
い
て

９
月
１
日(

木)

よ
り
、
左
記
の
と

お
り
総
合
公
園(

温
水
プ
ー
ル)

行

き
バ
ス
の
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

古
自
転
車
を
実
費
で
回
収
し
ま
す

霊
園
お
盆
案
内

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入
コ
ー
ス

が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

内
　
町
公
共
施
設
等

管
理
公
社
か
ら
の
お
知
ら
せ

発 着 場 所

運行日：月曜日～土曜日 運休日：日曜日・祝日・第１火曜日
１便 ２便 帰り

総合公園 ( 温 水 プール ) 発
大 根 布 ５ 丁 目
かほく農協向(クリーニング前)
内 総 合 グ ラ ウ ン ド 前
向粟崎５丁目(クリーニング前)
アカシア(旧出光跡地向い)
サ ン タ ウ ン 前
旭ヶ丘北國銀行内 支店向い
緑 台 ２ 丁 目 バ ス 停
緑 台 保 育 所 向 い
千鳥台(土島クリニック前)
千 鳥 台 ( 公 園 前 )
ハマナス(秋山クリニック)
向 陽 台 働 く 女 性 の 家 前
鶴ヶ丘４丁目(宮下鍼灸院前)
鶴ヶ丘５丁目(バザール前)
大 根 布 ６ 丁 目
文 化 会 館 前
医 科 大 学 前 バ ス 停
総合公園 ( 温 水 プール ) 着
総 合公園 ( 温 水 プール ) 発
室 バ ス 停
西 荒 屋 下 出 バ ス 停
西 荒 屋 上 出 バ ス 停
西 荒 屋 小 学 校 向 い
黒 津 船 バ ス 停
宮 坂 バ ス 停
総合公園 ( 温 水 プール ) 着

13：00
13：01
13：02
13：03
13：04
13：06
13：08
13：10
13：11
13：15
13：16
13：17
13：25
13：27
13：28
13：29
13：30
13：31
13：35
13：40
13：53
13：54
13：55
13：57
13：59
14：00
14：08

15：05
15：09
15：10
15：12
15：13
15：14
15：16
15：18
15：20
15：21
15：25
15：26
15：27
15：35
15：37
15：38
15：39
15：40
15：41
15：45
15：48
16：03
16：04
16：05
16：07
16：09
16：10
16：18

17：40
17：44
17：45
17：47
17：48
17：49
17：51
17：53
17：55
17：56
18：00
18：01
18：02
18：10
18：12
18：13
18：15
18：16
18：21

17：05
17：20
17：21
17：22
17：23
17：25
17：26
17：35

９
月
10
日（
土
）

９
月
９
日（
金
）

９
月
８
日（
木
）

９
月
６
日（
火
）

９
月
７
日（
水
）

９
月
５
日（
月
）

※
福
祉
セ
ン
タ
ー

屋
内
温
水
プ
ー
ル
、※
福
祉
セ
ン
タ
ー

屋
内
温
水
プ
ー
ル
、※
福
祉
セ
ン
タ
ー

屋
内
温
水
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

及
び
そ
の
他
の
体
育
施
設
、
※
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
風
と
砂
の
館
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

屋
内
温
水
プ
ー
ル
、※
福
祉
セ
ン
タ
ー
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知
っ
得
情
報

【
手
続
き
方
法
】

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用

金
庫
・
の
と
共
栄
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

内

町
長

八
十
出
泰
成

氏

町
税（
住
民
税
、固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
）の
納
付
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き
の
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

講

師

「
活
力
あ
る
内

の
将
来
像
と
政
策
を
語
る
」

演

題

文
化
会
館

３
階

視
聴
覚
室

場

所

８
月
19
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

日

時

8
月
の
は
ま
な
す
大
学（
第
5
回
）

株
式
会
社
シ
ー
ピ
ー
ユ
ー

代
表
取
締
役
社
長

宮
川
昌
江

氏

講

師

「
歳
を
忘
れ
て
」

演

題

文
化
会
館

３
階

視
聴
覚
室

場

所

９
月
５
日（
月
）午
後
１
時
30
分
〜

日

時

9
月
の
は
ま
な
す
大
学（
第
6
回
）

８
月
19
日（
金
）午
後
１
時
〜
４
時

と

き

内

町
働
く
女
性
の
家

と
こ
ろ

家
族
、
相
続
、
登
記
、
相
隣
関
係
、
交
通
安
全
、
税
金
、

年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

総
務
部

税
務
課

問
い
合
わ
せ
先

今
月
の
納
税
納
期
限

平
成
17
年
８
月
31
日（
水
）

町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

◆
国
民
健
康
保
険
税

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
５
期

◆
町
民
税
・
県
民
税（
住
民
税
）
…
…
…
…
…
…
第
２
期

7月25日（月）まで受付分

●パソコン用17インチCRT（入力ケーブル付）
●ルームランナー　●電子レンジ

●鶴ヶ丘小制服（150cm～160cm）

●自動車用ジュニアシート ●クラシック音楽のCD

●ベビーゲート ●介護用ベッド

●女児夏服（90cm～120cm） ●硬式用テニスラケット

●オルガン ●小学校1年生用の教科書

●少年用野球道具 ●ギター（クラシック・フォーク）

●電動鉛筆削り ●県住用網戸 ●地球儀

●幼児の玩具（乗り物系） ●子供用自転車16～18インチ

●CDラジカセ

譲って下さい
（希望品）

●ボウリングのボール

●向粟崎小学校制服スカート（B体130cm）

●室内用すべり台

●男児洋服（0歳～1歳半）

●ピアニカ

譲ります
（提供品）

交渉成立
希望者

環境
対策室

提供者

登
録

（
6
ヶ
月
）

紹
介 登

録

（
6
ヶ
月
）

http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku
◆不用品リサイクルの登録情報は内 町のホームページでもご覧いただけます。

町民福祉部 町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701登録・問い合わせ先

家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

登録できる品物

無料での提供のみお取扱いします。
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
りTEL.286-6101

乳児健診・予防接種 ★公費対象は、生後6か月児未満です。
（受付時間／13：15～14：00）

9月5日［月］
平成17年5月生対象

9月13日［火］
平成14年5月生

（受付時間／13：00～14：00）

8月23日［火］
平成16年1月生

8月30日［火］
平成17年4月生 対象対象

9月20日［火］
平成16年2月生

（受付時間／13：00～14：00）
対象

対象

9月27日［火］
平成17年5月生

（受付時間／13：00～14：00）
対象

10月3日［月］
平成17年6月生対象

11月7日［月］
平成17年7月生対象

5～6か月児の離乳食教室

8月24日［水］
13：30～15：00

（受付・身体計測／13：00～13：30）

今月のテーマ

『こどもたちの
栄養を考えよう』
離乳食すすんでる？

5～6か月児以外の方でも、
離乳食のすすめ方などで聞きたいことが

ある方はお越しください。

保健センターでは、 
月に１回、 

健康相談日を設けました。 
お気軽にご利用ください。 

次回は、

10月3日［月］です。

8月 8日［月］
9月12日［月］

平成17年

会場 保健センター 時間 15：00～17：00

※栄養相談は事前にご連絡ください。

子どもの育児相談・栄養相談※

健診後の健康相談
肥満、糖尿病、高血圧などの相談
心の健康相談

0才児の親子あそびの教室

※次は9月28日（水）13：30～です。
内容は次の広報でご確認ください。

8月はお休みです。

１～３歳児の遊びの教室 みんなで絵本を読む時間

8月25日［木］
10：00～11：00

（受付時間／9：30～10：00）

今月のテーマ

★リズム体操
★よんで、よんで！
楽しい絵本

受付時間をすぎた時は、
入室できない場合があります。 8月は合同でおこないます

＆

日本脳炎予防接種の第３期予防接種の廃止
予防接種法が改正され、日本脳炎予防接種の第３期予防接種が廃止されました。
お手持ちの接種券での接種はできません。
※対象（14歳以上16歳未満）の方には個別通知いたします。
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ウ
ェ
ル
カ
ム

プ
ラ
ッ
ツ

向粟崎
アカシア
旭ヶ丘
緑 台
千鳥台
向陽台
鶴ヶ丘1、2、3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大根布

1,723

446

424

789

1,309

739

1,579

961

663

1,635

1,788

546

466

862

1,341

814

1,665

1,047

701

1,684

3,511

992

890

1,651

2,650

1,553

3,244

2,008

1,364

3,319

1,185

360

328

606

857

536

1,109

724

523

1,122

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

◆内　町字別人口世帯数 平成17年6月末

大清台
大学
ハマナス
宮坂
北部土地区画
西荒屋
室
湖西
計
前月増減

517

387

382

429

189

528

226

85

13,011

△ 12

478

615

395

450

185

537

268

84

13,926

11

995

1,002

777

879

374

1,065

494

169

26,937

△ 1

465

564

278

265

115

320

149

54

9,560

6

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

お陰さまで、プラッツ設立から3ヶ月半が経ちました。

プラッツという名前は、もう覚えていただけたでしょう

か？今回も新しい企画をいくつかご用意しました。エ

アロビクスや太極拳、毎月ある体育館やプール開放も、

併せてご利用下さい。先月からテニス教室も始まって

いますが、まだ定員に空きがありますのでどうぞ。

Vol.3

日 時

会 場

対 象

受講料

持ち物

申込締切

9月16日～11月18日
毎週金曜日（祝日休講）
20：00～21：00

勤労者体育センター

高校生以上　定員20名
（小中学生参加希望の場合は保
護者同伴）

会　員2,000円
非会員8,000円

内履きシューズ・タオル・
バスタオル（ストレッチで
使用します）・補給用水分

9月9日（金）

日 時

会 場

対 象

受講料

持ち物

申込締切

9月26日～12月5日
毎週月曜日（祝日休講）
16：30～17：30

勤労者体育センター

年中児以上

会員親子で 5,000円
会員子どもだけ 3,000円
非会員親子で 12,000円
非会員子どもだけ 8,000円

内履きシューズ・タオル・
補給用水分

9月16日（金）

日 時

場 所

参加費

9月17日 10：00～11：00
かんたんアクアビクス①
10月15日 10：00～11：00
シェイプアップウォーキング

屋内温水プール

会員無料

●ホームページ
http://www2.spacelan.ne.jp/~platz-u/index.html

●Eメール platz-u@m2.spacelan.ne.jp
TEL.286-1123   FAX.286-1132

スポーツクラブ　プラッツうちなだ事務局 
（内　町文化会館内） 

問い合わせ先

［月～金 午後1時～6時］ 

場 所

対 象

参加費

勤労者体育センター

初心者のみ

会員無料
非会員1ヶ月1,000円

9月15日～毎週木曜日20:00～（通年）

●9月からのセミナーは以下の通りです。

●こちらは9月からの新教室です。

●それぞれ、お申し込みは、プラッツ事務局まで。
●なお、今月以降の会員特典は以下の通りです。どうぞご参加ください。

● 次回予告 ●
「ラージボール卓球初心者教室」を9月末、もしくは10月から始める予定です。乞うご期待！

イベント・セミナー名

プール開放
町温水プール

第３土曜日
（10:00～12:00）

会員無料

会員無料

会員無料

8月休み
9月17日

8月休み
9月11日

8月28日
9月25日

第２日曜日
（13:00～17:00）

第４日曜日
（13:00～17:00）

体育館開放
向粟崎体育館

体育館開放
勤労者体育センター

日 時 対 象 備 考

気分爽快！

ストレス解
消！

シェイプア
ップ！
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ゴ
ミ
収
集
／
当
番
医

紺井医院（内・小） 船木整形外科医院

石倉クリニック（外科・皮）

いこま眼科医院

なかお医院（内）

松岡医院（内・小）

秋山クリニック（胃腸・内・肛門）

内 町緑台1丁目7 TEL.238-1277

津幡町北中条40街区8番 TEL.289-7767

津幡町津幡ニ522 TEL.289-4175

かほく市七窪ハ17-6 TEL.283-6655

津幡町越中坂90 TEL.288-1013

内 町ハマナス1-8-1 TEL.286-8843

サンクリニックやまだ（小・内）

かねだ医院（内・神経内）

金原皮膚科医院

浅野医院（内・小）

藤井産婦人科医院

かほく市白尾イ44-1 TEL.283-4353

津幡町潟端461-10 TEL.289-3929

かほく市高松ヲ2-6 TEL.281-1164

内 町アカシア1丁目48 TEL.237-7950

かほく市宇野気リ135 TEL.283-0002

内 町向陽台1丁目225 TEL.238-5151

◆祝日、振替休日も、もえるごみの収集をします。
◆石油ファンヒーター等をもえないごみに出す場合は、
本体底部等に残っている灯油を完全に取り除いてください。

9月
収集地区

8月17日［水］
9月14日［水］

8月18日［木］
9月15日［木］

8月19日［金］
9月16日［金］

●向粟崎保育所
●宮坂保育所
●北部保育所

休日リサイクルとして、新聞・雑誌・ダンボール等の持込収集を次のとおり
行います。ご協力をお願いします。

●緑台保育所
●鶴ヶ丘保育所
●向陽台保育園

●鶴ヶ丘東保育所
●大根布保育所

お
願
い

問い合せ先

8月21日［日］
【次回の予定　10月30日（日）】

午前10時～午前11時30分（時間厳守・雨天決行）

場　所

収集品目 ①新聞（チラシが混ざっていても構いません。）
②雑誌類　③ダンボール（止め金ははずしてください。）

注意事項 ●ビニール類は取り除いてください。●はさみ、カッター類を持参し、
その場でひも類は切ってください。●持込場所ではボランティアスタ
ッフの指示に従い、種類別にかごに入れてください。●引き取り料は
ありません。

日　時

町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701

ごみ搬出量平成17年6月分

596.85

27.10

623.95

23.16

16.81

もえるごみ

平成17年

601.43

22.97

624.40

23.25

18.26

平成16年

△ 4.58

4.13

△ 0.45

△ 0.09

△ 1.45

差引（ － ）

△0.76％

17.98％

△ 0.07％

△ 0.39％

△ 7.94％

増減率

もえないごみ

計

町民1人当り（㎏）

缶・びん・
ペットボトル等

（単位：トン）

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎2・5丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖 西

毎 週
火・金

毎 週
月・木

毎 週
火・金

毎 週
火・金

毎 週
月・木

毎 週
火・金

8月
もえる
ごみ

もえない
ごみ 資源物 もえる

ごみ
もえない
ごみ 資源物

10

10

10

10

12

12

12

5

12

5

5

5

5

3

3

3

3

3

3

3
26

11:00～12:00
18:30～19:30

23
11:00～12:00
18:30～19:30

7

19
19:00～20:00

16
19:00～20:00

19
18:30～19:30

16
18:30～19:30

19
19:00～20:00

16
19:00～20:00

19
19:30～20:30

16
19:30～20:30

18
19:00～20:00

15
19:00～20:00

18
20:00～21:00

15
20:00～21:00

18
19:00～20:00

15
19:00～20:00

19
6:30～7:30

16
6:30～7:30

26
6:30～7:30

30
6:30～7:30

25
19:00～20:00

29
19:00～20:00

25
19:00～20:00

29
19:00～20:00

21
8:00～8:50

18
8:00～8:50

26
8:00～9:00

23
8:00～9:00

26
19:00～20:00

23
19:00～20:00

26
18:30～19:30

23
18:30～19:30

26
19:00～20:00

23
19:00～20:00

26
19:00～20:00

23
19:00～20:00

26
19:00～20:00

23
19:00～20:00

26
18:30～19:30

23
18:30～19:30

14

14

14

14

9

9

9

2

9

2

2

2

2

7

7

7

7

7

7

※都合により変更する場合がありますので、
当日の新聞等でご確認ください。

8月～9月

14［日］

21［日］

8月
August

7［日］
28［日］

11［日］

9月
September

4［日］

未来のためのリサイクル

※上記時間内にお持ちください。
※新聞に折込チラシが混ざっていても構いません。
※新聞社から提供されるビニール製などの古新聞入れは
もえるごみなので持ち込まないでください。

A A BB

田中畜産食肉㈱内 工場前駐車場（大根布5丁目73 ㈲中山器材産業横）
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鶴
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

氏

名

父
・
母

住

所

二ふ
た

上が
み

喬
き
ょ
う

太た

尚
起
・
有
起

鶴
ケ
丘
１

東ひ
が
し

文ふ
み

也や

朋
宏
・
康
子

西
荒
屋

森も
り

本も
と

大だ
い

介す
け

晃
彦
・
絵
里
子

鶴
ケ
丘
２

大お
お

島し
ま

翼
つ
ば
さ

健
一
・
仁
美

西
荒
屋

白し
ろ

枝え
だ
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衣い

久
和
・
昌
子
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崎
１

大だ
い

門も
ん

浬り

奈な

正
和
・
百
合

千
鳥
台
２

中な
か

居い

里り

莉り

子こ

靖
浩
・
千
春

北
部
土
地
区
画

佐さ

藤と
う

愛あ
い

美み

一
賢
・
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奈
子

向
陽
台
１

中な
か

宮み
や

涼す
ず

花か

英
士
・
留
美

向
陽
台
２

小こ

城し
ろ

希き
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・
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大
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８
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鶴
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台
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光
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台
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加

鶴
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丘
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し
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つ

希き
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大
根
布
７
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か
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み
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ら
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夫
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向
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台
２
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ま
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大
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６
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向
陽
台
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つ

本も
と
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う
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真
理
子

鶴
ケ
丘
２

氏

名

住

所

年

齢

筆ふ
で

矢や

芳よ
し

雄お

緑

台
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歳

東あ
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ま
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き
よ
し
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２
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歳
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69
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う
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台
２
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弘
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ろ
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大
根
布
７
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歳
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つ
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き

鶴
ケ
丘
５

61
歳

羽は
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龍た
つ

夫お

向
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台
１

88
歳

神か
ん

田だ

進
す
す
む

旭
ケ
丘

66
歳

北き
た

み
つ
ゑえ

室

93
歳

杉す
ぎ

浦う
ら

篤あ
つ

司し

向
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崎
１

小こ

酒さ
け

千ち

春は
る

向
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崎
１

張は
り

石い
し

智
さ
と
る

緑

台
１

は
ま
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ち

久く

美み

子こ

緑

台
１
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ち
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た

寿と
し

人ひ
と

千
鳥
台
１

岩い
わ

室む
ろ

佳か
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子こ

金
沢
市

平ひ
ら

松ま
つ

秀ひ
で

庸の
ぶ

向
粟
崎
５

山や
ま

本も
と

有ゆ

香か

向
粟
崎
５

退
職
後
、
内

町
交
通
安
全
推
進
隊
に
入
り
、
通
学
路
の
横
断
歩

道
で
交
通
整
理
を
す
る
こ
と
に
な
り
２
年
が
経
ち
ま
す
。
今
で
も
車

を
停
止
さ
せ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
分
か
ら
ず
、
苦
労
し
て
い
ま
す
。
で

す
が
、
交
通
整
理
を
し
て
い
る
時
、
児
童
や
生
徒
た
ち
に「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」・「
あ
り
が
と
う
」と
明
る
く
元
気
な
声
で
挨
拶
を
さ

れ
た
と
き
、
私
も
少
し
は
何
か
の
お
役
に
た
っ
て
い
る
の
か
と
感
じ

る
事
が
出
来
て
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
こ

の
内

町
か
ら
、
交
通
事
故
が
ひ
と
つ
も
な
く
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

向
粟
崎
一
丁
目
の
児
童
・
生
徒
が
多
く
利
用
す

る
向
粟
崎
小
学
校
横
「
通
学
路
」
横
断
歩
道
に
信

号
機
の
設
置
を
希
望
し
ま
す
。

次回のまいどさんは
尾形さんから
誰にバトンタッチ
するのかお楽しみに!

このコーナーでは、
毎回出場者に次回出場者を

リレー方式で
紹介してもらいます。

今
月
は

岩
上
由
枝
さ
ん
か
ら
紹
介
の
あ
っ
た

尾
形

喬
さ
ん

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
わ

が
み

よ
し

え

お

が
た

た
か
し

尾形　喬さん（向粟崎）

平
成
17
年
７
月
14
日
迄
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町長へひと言 

大根布東小学校落成
（昭和50年6月27日）

第4回

町長宛電子メールの受け付け『まちづくりネット談話室』を始めました。また、庁舎1階
ロビーには意見箱が設置されています。みなさまの積極的なご意見をお聞かせ下さい。
お寄せいただいたご意見・ご要望は、町長が直接目を通し、みなさまと協働で「まち

づくり」を推進するための糧にさせていただきます。

●メールアドレスはこちら mayor@town.uchinada.ishikawa.jp
●問い合わせ先 まちづくり政策部公聴広報室 1286－6753

大根布小学校、鶴ヶ丘小学校というより、東小、

南小という名前の方が耳に馴染んでいる方も多い

のではないでしょうか。昭和50年6月27日、児

童数急増のため、それまでの大根布小学校を大根

布南小学校（現鶴ヶ丘小学校）と名称変更し、新た

に大根布東小学校（現大根布小学校）が建てられ

ました。当時としては「モダンにして近代的な設備

を誇る県下随一」の小学校だったようです。

明治5年に学制が発布され、その翌年設立され

た大根布小学校は、長い年月のなかで、ときに場

所を変え、ときに名を変えながら、現在の姿に至

りました。

●30年前の小学生たち、きっと今は立派な大人

発 行

〒920-0292 石川県河北郡内　町字大学１丁目２番地１
TEL（076）286-1111／FAX（076）286-0617

●広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　TEL（076）286-6753

http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

10月1日は
国勢調査
です。

ご注意 メール、意見箱いずれも、できれば住所・お名前をお書きください。匿名のものでも、
住所・性別・年代などはお書きください。また、他を誹謗中傷する内容のものは削除
させていただきます。




